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川
島
龍
子
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
　
　

行
政
と
市
民
の
協
働
型
社

会
を
作
る
た
め
に
、
市
民
参
加
の

研
修
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　

総
務
部
長　

職
員
と
市
民
活
動

団
体
や
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ

ッ
フ
等
々
、
こ
れ
ら
が
参
加
を
す

る
研
修
を
通
じ
て
、
相
互
の
理
解

を
深
め
る
研
修
等
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

街
づ
く
り
条
例
制
定
に
向

け
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
制

度
の
体
系
化
、
地
区
計
画
提
案
時

の
地
区
住
民
同
意
要
件
、
テ
ー
マ

型
街
づ
く
り
市
民
応
募
の
明
文
化

は
、
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。　
　

　

牧
田
助
役　

市
民
の
方
々
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
関
心
、
意
欲
の
向

上
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
、

形
成
を
ま
ち
づ
く
り
か
ら
求
め
て

い
く
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
街
づ
く
り
条
例
を
ぜ
ひ
自
分
た

ち
の
手
で
協
議
を
し
て
つ
く
り
上

げ
る
と
い
う
概
念
に
立
っ
て
お
願

い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　

田
中
修
一
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
　
　

市
は
雇
用
の
創
出
、
開
拓

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

考
え
ら
れ
る
部
分
は
み

ん
な
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
せ

め
て
臨
時
的
に
雇
用
す
る
方
法
が

あ
る
か
で
す
が
、
原
資
が
制
限
の

あ
る
と
こ
ろ
で
、
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
わ
け
で
す
。
一
層
知
恵
を

絞
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

町
田
の
失
業
、
雇
用
の
状

況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　

市
長　

有
効
求
人
倍
率
が
、
都

全
体
の
半
分
ま
で
行
か
な
い
状
況

で
、
厳
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

一
〇
月
か
ら
規
制
さ
れ
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
、
天
然
ガ
ス
車

へ
の
買
い
か
え
や
粒
子
減
少
装
置

の
装
着
に
つ
い
て
、
補
助
、
融
資

制
度
の
充
実
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

環
境
部
長　

都
の
補
助
、
融
資

の
中
で
対
応
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
振
興
部
長　

買
い
か
え
融

資
で
す
が
、
既
成
の
融
資
条
例
を

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

　

大
西
宣
也（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

性
交
人
形
ま
で
使
用
し
て

低
学
年
に
行
う
性
教
育
の
必
要
性

を
問
う
。

　

教
育
長　

学
習
指
導
要
領
で
も

基
準
と
か
は
な
く
、
非
常
に
温
度

差
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ

の
た
め
に
東
京
都
も
、
性
教
育
の

手
引
書
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
改
訂
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
方

々
の
人
権
侵
害
を
児
童
、
生
徒
、

市
民
に
対
し
ど
う
教
育
す
る
か
。

　

教
育
長　

東
京
都
教
育
委
員
会

の
通
知
を
見
て
、
適
切
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

男
女
共
同
参
画
は
法
律
に

も
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
等
の

造
語
を
多
用
し
あ
ら
ぬ
方
向
へ
走

っ
て
い
る
。
計
画
を
見
直
す
べ
き
。

　

市
長　

関
係
者
で
さ
ま
ざ
ま
議

論
の
上
に
ま
と
ま
っ
て
き
て
い
る

も
の
で
す
か
ら
、
十
分
話
し
合
っ

て
も
ら
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問

　

上
野
孝
典
（
公
明
党
）

　
　
　

精
神
保
健
福
祉
行
政
が
部

分
的
に
市
に
移
管
さ
れ
る
中
、
う

つ
病
対
策
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

健
康
福
祉
部
長　

一
五
年
四
月

か
ら
は
、
精
神
の
一
般
相
談
が
保

健
所
か
ら
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
市
の
方
で
も
悩
み
を

抱
え
た
方
の
経
済
問
題
や
社
会
復

帰
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
さ
る
び
あ
生
活
セ
ン
タ
ー
を

昨
年
設
け
、
精
神
保
健
福
祉
師
が

相
談
な
ど
を
承
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改

正
さ
れ
、
今
後
企
業
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
受
け
皿
（
特
例
子
会
社
）
の

設
立
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
市
と
し
て
積
極
的
に
こ
れ
を

誘
致
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
企
業
関
係
者
に
は
お
話
し

を
し
て
、
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問

　

高
嶋　

均
（
日
本
共
産
党
）

　
　
　

第
二
駐
車
場
の
赤
字
解
決

の
た
め
に
、
契
約
解
除
も
含
め
た

抜
本
的
検
討
が
必
要
と
思
う
が
。

　

経
済
振
興
部
長　

利
用
台
数
が

増
加
す
る
見
込
み
は
な
い
よ
う
な

状
況
で
す
。
現
在
、
オ
ー
ナ
ー
の

方
と
合
意
に
よ
る
契
約
解
除
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
民
参
加
の
手
法
と
し
て

住
民
投
票
制
度
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
。

　

市
長　

議
会
と
の
関
係
な
ど
難

し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民

自
治
条
例
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
中
で
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

公
共
施
設
付
近
や
通
学
路

に
歩
車
分
離
信
号
を
設
置
す
べ
き

と
思
う
が
。

　

建
設
部
長　

交
通
量
と
か
歩
行

者
の
量
に
つ
い
て
十
分
調
べ
た
中

で
、
警
察
署
ま
た
は
公
安
委
員
会

と
調
査
し
て
、
重
点
的
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

市営原町田一丁目第二駐車場
　
　

新
井
克
尚（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

経
費
は
削
減
し
て
い
る
が

積
立
金
を
切
り
崩
し
、
さ
ら
に
一

一
億
円
の
新
し
い
借
金
。
借
金
残

高
は
税
収
よ
り
五
九
億
円
多
い
七

一
八
億
円
。
将
来
負
担
す
る
利
子

だ
け
で
も
三
五
〇
億
円
。
今
後
の

財
政
を
ど
う
し
て
い
く
考
え
か
。

　

市
長　

こ
の
周
辺
で
は
町
田
の

公
債
費
比
率
は
少
な
い
方
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

安
閑
と
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
わ
け
で
、
で
き
る
だ
け
節
減

を
図
り
な
が
ら
、
し
か
し
必
要
な

も
の
に
は
お
金
を
投
じ
て
い
く
と

い
う
方
向
で
す
か
ら
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

保
護
者
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
も
修
学
旅
行
の
契
約
の
あ
り

方
を
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

教
育
長　

改
善
指
導
を
徹
底
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
業
者
選
定
に
当
た
っ
て
保
護

者
の
代
表
だ
と
か
、
何
ら
か
関
与

で
き
な
い
の
か
と
い
う
の
も
、
校

長
会
の
方
に
提
起
し
て
い
ま
す
。

問

問

　

黒
木
一
文
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
　
　

「
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
等
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

今
度
の
定
例
会
に
生
活

安
全
条
例
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
、
こ
の
犬
の
ふ
ん
の
始
末

に
つ
い
て
も
何
か
で
き
な
い
か
、

検
討
を
進
め
た
い
。
い
ろ
い
ろ
な

迷
惑
行
為
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ

う
い
う
も
の
も
含
め
て
検
討
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

犬
猫
を
飼
う
市
民
を
対
象

と
し
た
「
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
・
モ

ラ
ル
・
し
つ
け
教
室
」
の
開
催
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

獣
医
師
会
等
の
ご
協
力

な
ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
指
導
が
で
き
な
い
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

ミ
ニ
公
募
債
を
市
民
個
人

に
発
売
し
、
資
金
面
か
ら
も
市
政

参
加
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

　

市
長　

庁
内
に
チ
ー
ム
の
編
成

を
指
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報

を
集
め
て
よ
く
研
究
を
し
た
い
。

問

　

岩
下
正
充
（
公
明
党
）

　
　
　

市
民
病
院
の
医
療
従
事
者

は
、
よ
り
親
切
に
人
に
や
さ
し
い

対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

市
長　

市
民
か
ら
の
不
満
の
投

書
が
随
分
少
な
く
な
っ
て
き
て
、

そ
う
い
う
面
で
は
成
果
が
あ
ら
わ

れ
て
き
つ
つ
あ
る
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

市
民
病
院
の
第
二
期
増
築

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
鶴
川
地

域
へ
の
分
院
構
想
を
問
う
。

　

市
長　

二
期
目
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
に
実
施
設
計
に
取

り
組
み
た
い
。
鶴
川
方
面
に
つ
い

て
は
、
課
題
の
一
つ
だ
ろ
う
と
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

中
学
校
給
食
実
現
の
た

め
、
委
託
先
検
討
の
進
捗
状
況
や

Ｉ
Ｔ
注
文
方
式
等
の
検
討
に
つ
い

て
問
う
。

　

教
育
長　

市
内
の
大
手
給
食
セ

ン
タ
ー
に
投
げ
か
け
て
お
り
、
施

設
面
等
で
ま
だ
相
手
方
と
し
て
は

検
討
事
項
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
ま
す
。

問

問

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　
　

支
援
費
制
度
実
施
後
も
現

行
の
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
を
守
る

べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

健
康
福
祉
部
長　

例
え
ば
巡
回

型
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と

か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
組
み
合

わ
せ
て
、
引
き
続
き
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

新
た
な
障
が
い
者
計
画
を

当
事
者
や
関
係
者
の
参
画
で
作
る

べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

健
康
福
祉
部
長　

市
民
の
声
を

伺
う
の
は
大
切
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
や
る
か
は
、
プ
ラ
ン
づ
く
り
が

具
体
化
し
て
い
く
段
階
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
民
病
院
の
差
額
ベ
ッ
ド

を
、
治
療
上
や
病
院
の
都
合
で
使

用
す
る
と
き
は
、
無
料
と
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

希
望
し
な

い
の
に
個
室
に
入
れ
て
差
額
を
取

る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問問

問

問

問

問

問

問

問

協

働

型

社

会

に

む

�

け

て

職

員

研

修

を

�

市

営

第

二

駐

車

場

�

の

運

営

に

つ

い

て

�

雇

用

創

出

開

拓

等

�

雇

用

対

策

充

実

を

�

う

つ

病

対

策

に

お

�

け

る

市

の

役

割

は

�

ペ

ッ

ト

と

共

生

で

�

き

る

街

づ

く

り

を

�

市

財

政

に

関

し

市

�

長

の

見

解

を

問

う

�

親

切

で

人

に

や

さ

�

し

い

市

民

病

院

に

�

命

と

く

ら

し

を

守
�

る

支

援

費

制

度

に
�

小

一

に

性

交

性

器

�

の

図

は

行

き

過

ぎ

�

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
整
備
費
の
（
仮

称
）
玉
川
学
園
子
ど
も
広
場
整
備

工
事
費
―
一
、
七
四
〇
万
円
、

（
仮
称
）
鶴
川
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
費
―
一
億
五
、
〇
〇
〇

万
円
。

　
【
衛
生
費
】

　

保
健
医
療
対
策
事
業
費
の
休
日

に
お
け
る
救
急
患
者
診
療
委
託
料

―
四
、
〇
二
〇
万
九
千
円
、
平
日

・
土
曜
日
の
時
間
外
及
び
夜
間
に

お
け
る
救
急
患
者
診
療
委
託
料
―

三
、
二
五
〇
万
円
、
休
日
に
お
け

る
急
病
患
者
診
療
（
初
療
）
委
託

料
―
四
、
一
六
九
万
四
千
円
、
緑

地
保
全
費
の
緑
地
購
入
費
―
六
億

六
、
五
七
二
万
三
千
円
（
西
田
金

山
緑
地
・
金
森
山
市
民
の
森
・
鎌

倉
街
道
小
野
路
宿
緑
地
）
、
塵
芥

処
理
施
設
運
営
費
の
焼
却
設
備
総

合
保
守
点
検
委
託
料
―
四
億
一
、

九
四
二
万
九
千
円
、
焼
却
・
粗
大

ご
み
破
砕
設
備
改
修
工
事
費
―
二

億
三
四
三
七
万
三
千
円
。

　
【
商
工
費
】

　

企
業
誘
致
補
助
金
―
四
、
三
五

八
万
二
千
円
、
金
融
対
策
費
の
信

用
保
証
料
補
助
金
―
四
、
七
八
七

平

成　

年

度

当

初

１５

予

算

の

あ

ら

ま

し

（

一

面

の

つ

づ

き

）

万
三
千
円
、
中
小
企
業
融
資
利
子

補
助
金
―
七
、
〇
九
一
万
円
。

　
【
土
木
費
】

　

道
路
維
持
費
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
改
修
工
事
費
―
一
億

二
、
六
〇
〇
万
円
（
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
１
号
デ
ッ
キ
）
、
す
い
す
い

プ
ラ
ン
推
進
事
業
費
の
用
地
購
入

費
―
二
億
三
、
一
九
八
万
三
千
円

（
木
曽
交
番
前
外
一
カ
所
）
、
ま

ち
づ
く
り
促
進
費
の
中
央
通
り
モ

ー
ル
整
備
工
事
費
―
一
億
五
、
〇

〇
〇
万
円
、
み
ち
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
費
の
用

地
購
入
費
―
一
億
七
、
九
〇
〇
万

円
（
三
・
三
・
七
号
線
〔
原
町

田
〕
）
、
市
営
住
宅
建
設
事
業
費

の
家
屋
購
入
費
―
一
九
億
五
、
〇

〇
〇
万
円
（
〔
仮
称
〕
真
光
寺
市

営
住
宅
）
。

　
【
教
育
費
】

　

学
校
施
設
整
備
費
（
小
学
校
）

の
学
校
施
設
整
備
工
事
費
―
一
六

億
三
、
七
七
一
万
六
千
円
、
学
校

適
正
配
置
事
業
費
の
学
校
施
設
整

備
工
事
費
―
一
一
億
六
二
九
万
六

千
円
（
七
国
山
小
学
校
）
、
作
品

展
示
等
研
究
費
の
（
仮
称
）
文
学

館
建
設
懇
談
会
委
員
謝
礼
―
一
〇

五
万
円
、
実
施
設
計
委
託
料
―

一
、
四
〇
三
万
九
千
円
、
用
地
購

入
費
―
八
、
九
五
〇
万
円
。


